
医局業績（令和 5年度） 

 

【英語論文】 

1. Nakashiro K, Tokuzen N, Saika M, Shirai H, Kuribayashi N, Goda H, Uchida D. 

MicroRNA-1289 functions as a novel tumor suppressor in oral squamous cell carcinoma. 

Cancers. 15: 4138, 2023 Aug 

 

2. Shimane T, Koike K, Fujita S, Kurita H, Isomura ET, Chikazu D, Kanno N, Sasaki K, 

Hino S, Hibi H, Koyama T, Nakamura S, Nomura T, Mori Y, Tojyo I, Yamamoto T, 

Yamamori I, Aota K, Tanzawa H. 

Positive impact of perioperative oral management on the risk of surgical site infections 

after abdominal surgery: Sixteen universities in Japan. 

Medicine (Baltimore). 102(37): e35066, 2023 Sep 

 

3. Kuribayashi N, Onda Y, Komiyama Y, Kawamata H, Uchida D. 

Clinical Study of Lymphoma Detected in the Head and Neck Region: A Retrospective 

Cohort Study. 

Int J Case Rep Clin Image. 5: 4, 2023 Oct 

 

4. Goda H, Nakashiro K, Sano Y, Adachi T, Tokuzen N, Kuribayashi N, Hino S, Uchida D. 

KRT 13 and UPK 1B for differential diagnosis between metastatic lung carcinoma from 

oral squamous cell carcinoma and lung squamous cell carcinoma. 

Sci Rep. 18; 13(1): 22626, 2023 Dec 

 

5. Adachi T, Goda H, Shinriki S, Tokuzen N, Kuribayashi N, Hino S, Nakashiro K,  

Uchida D. 

Prognostic Significance of Serum Interleukin-6 Levels in Oral Squamous Cell Carcinoma. 

Cureus. 16(2): e54439, 2024 Feb 

 

6. Kuribayashi N, Tokuzen N, Goda H, Hino S, Uchida D. 

A Case of Nonocclusive Mesenteric Ischemia During Bioradiotherapy with Cetuximab. 

Cureus. 16(3): e57229, 2024 Mar 

 

 



【和文論文】 

1. 篠原丈裕、岩浅亮彦、栗林恭子、坂巻拓馬、田中栄二 

過大なポステリアディスクレパンシーと前歯部の反対咬合を伴う骨格性Ⅰ級叢生の一治

験例 －長期保定症例－ 

Jornal of Oral Health and Biosciences. 35(2): 94-104, 2023 

 

2. 本釜聖子、市川哲雄 

パーキンソン病を有し、摂食嚥下障害のある高齢者に義歯治療と摂食機能療法を実施

した１症例 

老年歯科 38: 1-8, 2023 

 

3. 中城公一、徳善紀彦、栗林伸行、合田啓之、内田大亮 

口腔扁平上皮癌における遺伝子異常の臨床的意義 

日本口腔外科学会雑誌 70(3): 110-117, 2024 

 

 

【著書・執筆等】 

1. 栗林伸行 

 Intelligent Artificial Teeth ガイドの安全性および有効性について －医学部附属病院歯

科口腔外科におけるシステム導入の意義－ 

インプラント YEARBOOK 2023 (クインテッセンス出版) 243-250, 2023 

 

 

【国際学会発表】 

1. Kuribayashi N, Hino S, Kojima S, Kawamoto Y, Kikuchi Y, Inagaki A, Tojo S,  

Tokuzen N, Hongama S, Takeda S, Uchida D. 

Clinical study of patients with risk for medication-related osteonecrosis of the jaw in our 

hospital. 

3rd ISOC Annual Meeting 2023               Tokyo, Japan, April 20-21 

 

2. Tokuzen N, Hino S, Kuribayashi N, Hongama S, Takeda S, Uchida D. 

Efforts for hemophiliacs in our department through hemophilia comprehensive outpatient.  

3rd ISOC Annual Meeting 2023               Tokyo, Japan, April 20-21 

 



3. Hino S, Inagaki A, Kikuchi Y, Kawamoto Y, Kojima S, Takeda S, Tokuzen N, Kuribayashi N, 

Uchida D. 

Characteristic Analysis of Patients who Required a Mouthpiece for Perioperative Oral 

Management.  

3rd ISOC Annual Meeting 2023               Tokyo, Japan, April 20-21 

 

4. Hino S, Kikuchi Y, Inagaki A, Kawamoto Y, Yamasaki Y, Saika M, Tokuzen N,  

Kuribayashi N, Uchida D. 

Oral care intervention for patients with severe COVID-19 infection in our department.  

3rd ISOC Annual Meeting 2023               Tokyo, Japan, April 20-21 

 

 

【国内学会発表】 

1. 栗林伸行、日野聡史、児島さやか、河本裕美子、菊池結花、稲垣杏菜、東條すみ

れ、徳善紀彦、本釜聖子、武田紗季、内田大亮 

当院における薬剤関連顎骨壊死発症リスク患者の臨床的検討 

第 20回日本口腔ケア学会総会・学術大会          東京  4月 20- 21日 

 

2. 徳善紀彦、日野聡史、河本裕美子、菊池結花、東條すみれ、稲垣杏菜、栗林伸行、

本釜聖子、武田紗季、内田大亮 

血友病患者の口腔管理への取り組み －血友病包括外来を通じて－ 

第 20回日本口腔ケア学会総会・学術大会          東京  4月 20- 21日 

 

3. 菊池結花、日野聡史、稲垣杏菜、河本裕美子、徳善紀彦、栗林伸行、内田大亮 

当科における重症 COVID-19感染症患者への口腔ケア介入の現状 

第 20回日本口腔ケア学会総会・学術大会           東京  4月 20- 21日 

 

4. 稲垣杏菜、日野聡史、菊池結花、河本裕美子、徳善紀彦、栗林伸行、内田大亮 

周術期口腔機能管理にマウスピースを要した患者の特徴分析 

第 20回日本口腔ケア学会総会・学術大会           東京  4月 20- 21日 

 

5. 村越千夏、日野聡史、曽根司央子、松宮彩香、上原雅代、内田大亮 

口腔ケアを拒否する患者に有効であった看護師による口腔ケア介入の一工夫 

第 20回日本口腔ケア学会総会・学術大会           東京  4月 20- 21日 



6. 足立智子、合田啓之、徳善紀彦、栗林伸行、日野聡史、中城公一、内田大亮 

口腔扁平上皮癌患者における Interleukin-6の予後予測としての有用性 

第 77回日本口腔科学会学術集会                岡山  5月 11-13日 

 

7. 雑賀将斗、中城公一、徳善紀彦、白井博之、内田大亮 

口腔扁平上皮癌における microRNA-375 の標的遺伝子と機能 

第 47回日本頭頸部癌学会学術集会               大阪  6月 15-16日 

 

8. 本釜聖子、武田紗季 

愛媛大学医学部附属病院歯科口腔外科・矯正歯科外来患者における口腔機能低下症の

調査 

日本老年歯科医学会第 34回学術大会             神奈川  6月 16-18日 

 

9. 武田紗季、本釜聖子 

肺癌を有する長期間義歯不使用の後期高齢患者に対し、上下全部床義歯製作と周術期

口腔機能管理を実施した一症例 

日本老年歯科医学会第 34回学術大会             神奈川  6月 16-18日 

 

10. 雑賀将斗、中城公一、徳善紀彦、白井博之、内田大亮 

ヒト口腔扁平上皮癌に対する microRNA-375 の遊走阻害効果 

第 27回日本がん分子標的治療学会学術集会           佐賀  6月 21-22日 

 

11. 白井博之、中城公一、雑賀将斗、徳善紀彦、内田大亮 

ヒト口腔扁平上皮癌細胞における microRNA-1260a 機能阻害による増殖抑制効果 

第 27回日本がん分子標的治療学会学術集会           佐賀  6月 21-22日 

 

12. 本釜聖子、武田紗季、児嶋さやか、谷口智子、日野聡史 

頬粘膜癌術後の QOL低下がボールアタッチメント義歯により改善した 1例 

第 29回日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大会      神奈川  9月 2-3日 

 

13. 上村亮太、栗林伸行、合田啓之、中城公一、内田大亮 

口腔扁平上皮癌に対する S-1術前化学療法の有用性に対する検討 

第 52回日本口腔外科学会中国四国支部学術集会          島根  7月 2日  



14. 一色快斗、徳善紀彦、中城公一、上村亮太、栗林伸行、合田啓之、日野聡史、 

内田大亮 

早期口腔扁平上皮癌における頸部の取扱いに関する検討 

第 52回日本口腔外科学会中国四国支部学術集会          島根  7月 2日  

 

15. 阪井 礼、日野聡史、本釜聖子、武田紗季、河本裕美子、菊池結花、稲垣杏奈、 

尾澤みなみ、内田大亮 

退院後に継続した周術期口腔機能管理が栄養状態の改善に有効であった 1例 

第 18回日本歯科衛生学会学術大会               静岡  9月 16-18日 

 

16. 河本裕美子、日野聡史、菊池結花、稲垣杏奈、阪井 礼、尾澤みなみ、内田大亮 

某大学病院における歯科衛生士と病棟看護師による口腔ケア連携の現状と情報交換の

必要性 

第 18回日本歯科衛生学会学術大会               静岡  9月 16-18日 

 

17. 中本優子、栗林伸行、徳善紀彦、上村亮太、合田啓之、日野聡史、中城公一、 

内田大亮 

歯科治療における術前検査を契機に発見された肺動静脈瘻の 1例 

第 70回日本口腔科学会中国・四国地方部会             岡山  10月 7日 

 

18. 土井貴晴、徳善紀彦、上村亮太、栗林伸行、合田啓之、日野聡史、中城公一、 

内田大亮 

舌扁平上皮癌における静脈侵襲、リンパ管侵襲、神経侵襲と予後に関する検討 

第 70回日本口腔科学会中国・四国地方部会             岡山  10月 7日 

 

19. 児島さやか、日野聡史、栗林伸行、内田大亮 

頬粘膜に生じた髄外性形質細胞腫の 1例 

第  43 回日本歯科薬物療法学会 第 36 回日本口腔診断学会 第 33 回日本口腔内科学会 

第 32 回日本口腔感染症学会 4 学会合同学術大会        栃木  9月 22-24日 

 

 

 

 



20. Tojo S, Kuribayashi N, Nakashiro KI, Tokuzen N, Goda H, Kojima S, Uchida D. 

Serum CXCL13 as a novel biomarker in oral squamous cell carcinoma . 

The 82th Annual Meeting of the Japanese Cancer Association. 

Kanagawa, Japan, September 21-23 

 

21. Saika M, Nakashiro KI, Tokuzen N, Shirai H, Uchida D. 

MicroRNA-375-3p is useful as biomarker for predicting lymph node metastasis in early oral 

squamous cell carcinoma.  

The 82nd Annual Meeting of the Japanese Cancer Association 

Kanagawa, Japan, September 21-23 

 

22. Goda H, Nakashiro KI, Hino S, Kuribayashi N, Kamimura R, Adachi T, Uchida D. 

Current status and issues of sentinel lymph node biopsy in N0 cases of oral squamous cell 

carcinoma.  

The 61st Annual Meeting of Japan Society of Clinical Oncology 

                                                                                               Kanagawa, Japan, October 20 

 

23. 合田啓之、足立智子、徳善紀彦、栗林伸行、日野聡史、中城公一、内田大亮 

口腔扁平上皮癌における予後予測および治療標的分子としての interleukin-6 の有用性 

第 68 回日本口腔外科学会総会・学術大会            大阪  11 月 10-12 日 

 

24. 栗林伸行、中城公一、栗林恭子、日野聡史、合田啓之、徳善紀彦、内田大亮 

口腔扁平上皮癌と脂肪組織の相互作用 

第 68 回日本口腔外科学会総会・学術大会            大阪  11 月 10-12 日 

 

25. 東條晋、栗林伸行、中城公一、徳善紀彦、内田大亮 

口腔扁平上皮癌における新規腫瘍マーカー CXCL13 の有用性 

第 59 回日本口腔組織培養学会学術集会             栃木  11 月 24-25 日 

 

26. 白井博之、中城公一、徳善紀彦、雑賀将斗、内田大亮 

口腔扁平上皮癌における新規 oncogenic microRNAの探索 

第 59 回日本口腔組織培養学会学術集会             栃木  11 月 24-25 日 

 

 



27. 児島さやか、栗林伸行、徳善紀彦、合田啓之、日野聡史、中城公一、内田大亮 

口腔潜在的悪性疾患における口腔癌ドライバー遺伝子変異を監視する 

第 42回日本口腔腫瘍学会総会・学術大会           北海道  1月 24-25日  

 

28. 上村亮太、栗林伸行、雑賀将斗、徳善紀彦、日野聡史、内田大亮 

巨大な石灰化上皮性歯原性腫瘍切除後の顎骨欠損に対し遊離腓骨皮弁および広範囲顎

骨支持型装置にて顎口腔機能再建を行った 1例 

日本口腔インプラント学会第 43回 中国・四国支部学術集会   高知  10月 29日 

 

29. 徳善紀彦、栗林伸行、雑賀将斗、本釜聖子、日野聡史、内田大亮 

キャダバーサージカルトレーニングで行う実践的なインプラント手術への取り組み 

第 53回日本口腔インプラント学会学術大会          北海道  9月 15-17日  

 

30. 桐原祐喜、栗林伸行、武田紗季、上村亮太、徳善紀彦、合田啓之、日野聡史、 

中城公一、内田大亮 

当科で行った血友病患者の口腔外科小手術における臨床的検討 

第 33回日本有病者歯科医療学会学術大会           新潟  3月 8‐10日 

 

31. 徳善紀彦、日野聡史、合田啓之、栗林伸行、上村亮太、武田紗季、相原祐奈、 

中城公一、内田大亮 

入院加療を要した歯性感染症の臨床的検討 

第 33回日本有病者歯科医療学会学術大会           新潟  3月 8‐10日 

 

 

【講演等】 

1. 内田大亮 

智歯抜歯・小外科手術の勘所 

富士見会創立５０周年記念学術講演会                松山  4月 1日 

 

2. 内田大亮 

知って得する口腔癌情報 

真鶴会創立５０周年記念学術講演会                 松山  7月 1日 

 



3. 日野聡史 

日常診療に活かせる豆知識～こんな患者さんが明日受診されるかもしれませんよ～ 

令和 5年度徳島大学歯学部同窓会愛媛県支部総会学術講演会     松山 

4. 内田大亮 

診療実績 2020〜2022 コロナ禍の３年間 

第 27回愛媛大学口腔顎顔面外科同門会              松山  9月 2日 

 

5. 本釜聖子 

摂食嚥下障害を有する患者さんとのお付き合い－原因と対応－ 

令和 5年度スウェーデン歯科こくふ講演会             徳島  10月 21日 

 

 

【座長】 

1. 日野聡史 

第 20回日本口腔ケア学会総会・学術大会、第 3回国際口腔ケア学会総会・学術大会 

「ランチョンセミナー1」                     東京  4月 20日 

 

2. 内田大亮 

第 20回日本口腔ケア学会総会・学術大会、第 3回国際口腔ケア学会総会・学術大会 

「ランチョンセミナー3」                     東京  4月 20日 

 

3. 内田大亮 

第 77回日本口腔科学会学術集会 「ポスター」           岡山  5月 12日 

 

4. 内田大亮 

第 47回日本頭頸部癌学会 「一般ポスター」            大阪  6月 16日 

 

5. 上村亮太 

第 52回日本口腔外科学会中国四国支部学術集会 「一般口演 4」 島根  7月 2日 

 

6. 中城公一 

第 14回日本 RNAi研究会 「シンポジウム 1-2」         広島  8月 31日 

 



7. 中城公一 

第 14回日本 RNAi研究会 「シンポジウム 2」          広島  9月 1日 

 

8. 内田大亮 

第 53回日本口腔インプラント学会学術大会 「ポスター発表 22」  

札幌  9月 17日 

 

9. 中城公一 

第 70回日本口腔科学会中国・四国地方部会 「一般口演 4」      岡山  10月 7日 

  

10. 中城公一 

第 68回日本口腔外科学会総会・学術大会 「ポスター10」    大阪  11月 10日 

 

11. 内田大亮  

第 59回日本口腔組織培養学会総会・学術大会 

「ベストプレゼンテーション賞ノミネート口演 1」       栃木  11月 25日 

 

12. 中城公一 

第 59回日本口腔組織培養学会総会・学術大会 「一般口演 3」   栃木  11月 25日 

 

13. 内田大亮 

第４回 Dental Diabetes研究会総会・学術大会 「特別講演」   松山  12月 3日 

 

14. 内田大亮 

第 12回愛媛口腔ケア研究会 「ランチョンセミナー」       松山  12月 3日 

 

15. 内田大亮 

第 42回日本口腔腫瘍学会総会・学術大会 「ポスター口演 18」 

北海道  1月 26日 

 

16. 内田大亮 

第 33回有病者歯科医療学会総会・学術大会 「一般口演」      新潟  3月 10日 

 



【国際医療支援】 

1. 合田啓之、栗林伸行 

モンゴル国国際医療支援（診療 20例、手術 18例） 

ウランバートル，モンゴル国立母子医療センター10月 1-8日 

 

 

 

 


